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１ 地域農業の概要

有 あさひが農業を経営する白山市は、石川県南部に位置している。白山市

は県内の自治体で最大の面積を有し、人口は金沢市に次いで２番目に多い。加

賀平野の中心部に位置し、手取川扇状地に属する豊富な農業用水を活用でき

る水田農業の盛んな地域である。中でも 有 あさひが営農の中心としている

旭地区は金沢市に隣接し、工業地帯や住宅地を有する地域である。（有）あさ

ひが所属する 松任管内は水稲、大麦、大豆の作付けが多く、大麦・大豆に

ついては石川県内最大の生産地である。

２ 経営概況

（１）組織の経営内容

有 あさひは農業従事者の減少と高齢化等により、集落の農業と農地を良

好な状態に守り続ける事に不安を感じ、今後の地域農業を維持する為、平成

年２月に設立した。営農する集落は旭地区内 集落、地区外３集落と広

域である。

構成員は、取締役２名、従業員５名、計７名で、オペレーターは５名であ

る（図 ）。今年度より 代の従業員が入社し、技術継承中である。

（２）麦生産の概要

現在の経営面積は で、水稲 、大麦 、大豆 を

作付している（表１）。大麦の品種は「ファイバースノウ」で、単収は

と県平均 の 倍と高く、 等比率も ％（県平均

％）と高い（表２）。水稲は主食用数品種の他生産調整分として や

飼料用米も栽培しているが、労働力分散のため近年大麦の作付面積が増加

している。大麦の作付面積は２年前の から倍以上になっているが、大

構成員：石川農林、JA松任、
白山市

松任市農協大麦大豆協議

旭地区大麦大豆協議

(有)あさひ 生産者生産者

オペレーター
５名

取締役代表取締役

図 （有）あさひと地域の組織体制
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麦の後作はすべて大豆を作付

しており、２年３作体系とする

ことで土地利用率の向上を図っ

ている。

３ 技術上の特色

（１）ブロックローテーション

有）あさひは地域のブロックローテーション調整役として、生産調整作

付計画作成時に同じ地区の農家やＪＡ職員と話し合いを持ち、計画的なブロ

ックローテーションを行っている 表３）。ブロックローテーションを行うこ

とで排水対策や雑草発生の抑制、地力低下や連作障害回避に努めている。

当たり収量 比　 　率

（注） １．上位等級比率は、１等に格付けされた麦の割合。

２．１０アール当たり収量、上位等級比率の欄の（　）内には、県平均（令和６年産収量は
全農いしかわ調べ）を記入。

上位等級
年産 麦種 品種 作付面積 作業受託

10アール

a　

通年借地 期間借地 経営受託
全面

作業受託

2年前
六条
大麦

ファイバースノウ 417.84a 417.84a a　 a　 a　
530㎏
(381㎏)

96.8％
（74.2％

）

529㎏
(359㎏)

76.1％
（64.1％

）

前　年
六条
大麦

ファイバースノウ 752.12a 752.12a

a　

a　 a　 a　 a　

本　年
六条
大麦

ファイバースノウ 1020.56a 1020.56a a　 a　 a　
550㎏
(258㎏)

74.9％
（68.0％

）

区
分

麦作付面積 団地数
１団地当た
り作付面積

主な作付体系

当該作付
体系による
　麦作付比

率

田 1020.56a　 3 340.19a　 水稲－麦－大豆 12.9%

表 作目別延べ作付面積等

表２ 作付面積、単収、上位等級比率の推移

表３ 麦作ほ場の土地利用状況

大麦 1020.56

作　目 面積（ａ）

実面積 7895.84

大豆 1302.1

水稲 6593.74
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（２）排水対策

作業上で最も重視していることは、排水対策（土壌水分の低下）である。

まず、大麦作付ほ場は早生水稲あとにすることで、水稲収穫後、ほ場を十分

に乾かす時間を確保している。ほ場には額縁明渠を設置し、サブソイラーの

施工を２ｍ間隔と密にすることで、ほ場の排水向上に努めている（図２）。

サブソイラーの施工は地区内で（有）あさひが最も早く導入し、現在ではそ

の効果を見た地区の生産者ほ場のほとんどで導入されており、 松任管内

の大麦平均単収は周辺地区と比べても高く、県内 位である。

（３）播種作業

播種は出芽苗立ちが良好となる 月中旬に適正播種量 ㎏ をグラ

ンドロータリーによる耕起・施肥・播種同時作業で行っている。苗立数を確

保するために、播種の深さや土壌の砕土率に注意を払っている。除草につい

ては、播種後出芽前の除草剤処理が重要となるため、できるだけ播種直後の

土が湿った状態で散布することに心がけ、薬害や除草効果に気を配りなが

ら行っている。

（４）土づくり

有 あさひが所属するＪＡ松任は、手取川扇状地に位置し、耕土が浅く、

腐植含量・保肥力・保水力が低いという土壌特性、手取川水系はケイ酸含量

が少なく、ケイ酸分の天然供給が少ないこと、転作の強化により地力の消耗

が激しくなっていることなどから、「 松任土づくりゾーン別サイクルプラ

ン」として土づくりに積極的に取り組んでいる。このサイクルプランの中で

定期的に堆肥（ソイルパワー）を施用することで、地力増進、土壌の物理性

の改善を図っている（図３）。

図３ （株）有機センター白山（左）と堆肥散布の様子（右）

（株）有機センター白山では、地域の畜産農家から家畜ふん尿を収集し

て堆肥を作成している。作成された堆肥（ソイルパワー）をほ場に施用

して地力向上、土壌物理性の改善を図っている。
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４ 収量の向上、品質改善

令和６年産大麦の 当りの収量は ㎏で県平均（全農いしかわ調べ）

の ㎏を大幅に上回っており、 等比率 ％で県平均の ％より高い

水準を実現している（表２）。また、過去の収量についても ㎏ 以上を

維持し、県平均よりも ～ 倍の高水準を維持している。

収量の向上については、ブロックロー

テーションによる作付計画を作成、土壌

水分低下に効果的な排水対策を実施、適

期播種に伴う苗立ちの確保、生育診断に

基づく適期・適正量追肥の実施により、

高単収を実現している。 など関係機関

との連携を密にして、栽培講習会や現地

指導などに積極的に参加している（図４）。

からは、年間５回程タイムリーな生

育状況が発信されている（図５）。これら

の情報を基に、消雪期追肥実施の有無や止葉展開期追肥の時期や量を判断し、

適正な作業を実施している。地域一体となった土づくり、研修会や栽培講習会

の開催による生産者同士の情報交換が県内一の高い大麦単収の背景にある。

品質改善については、毎年、種子全量を から購入し種子更新 ％を実

図４ 大麦栽培講習会の様子

図５ 松任から発信される大麦の生育情報

地区別に大麦の生育状況が細かく発信されており、追肥の要

否や量の判断などに役立っている。
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施し、種子伝染性病害の発生防止に努めている。また、土壌診断結果を基に

酸度矯正資材として粒状苦土石灰の散布を行っている。赤かび病防除は、出

穂３～５日後の穂揃い期とその１週間後の２回行い、高品質生産に向けた管

理をしている。コンバインの使用前後には、清掃を徹底して異種穀粒の混入

防止に努め、収穫前の雑草抜き取りによるカラスノエンドウ種子の混入防止

などを行っている。刈取後は速やかに 共同乾燥施設に搬入している。調

製作業では ㎜のふるいを使用することで細麦を完全除去し、上位等級を

取得している。

５ コスト削減

有）あさひの ａ当たりの所要時間は 時間であり、全国平均の個別経

営の労働時間 時間と比較して短い（表４）。これには、作付け規模の拡大

や団地化の実施による作業効率の向上、ドローンを活用した効率的な防除や、

グランドロータリーによる耕起・播種・施肥同時作業、基肥一発肥料の施用

による追肥回数の削減等、労働コストの低減化が貢献している。

種 子 の 準 備 ｺﾝｸﾘﾐｷｻ- 10.4 5 ﾍﾞﾝﾚｰﾄT粉衣

明 渠 溝切機 8.31 ～ 9.1 8

溝 補 正 8.31 ～ 9.1 20 スコップ

暗 渠 ｻﾌﾞｿｲﾗ- 8.22 ～ 8.29 20

土 壌 改 良 ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀｰ 10.4 5

耕 起 、 整 地 ｽﾀﾌﾞﾙｶﾙﾁ 9.14 ～ 9.25

耕 起 、 整 地 ﾊﾞｰﾃｨｶﾙﾊﾛｰ 9.14 ～ 9.25

溝 切 ｻｲﾄﾞﾘｯﾁｬｰ 10.13 ～ 10.18

基肥、播種、覆
土

ｸﾞﾘｰﾝｼｰﾀﾞｰ 10.13 ～ 10.19

追 肥 ﾄﾞﾛｰﾝ 3.28 5

除 草 剤 散 布 ﾌﾞｰﾑｽﾌﾟﾚｲﾔｰ 10.15 ～ 10.19 10 初期

除 草 剤 散 布 背負動噴 10.13 、 5.27 10 ２日　　畦畔散布

防 除 ﾄﾞﾛｰﾝ 4.13 、 4.20 5 ２日

刈 取 、 脱 穀 自立型ｺﾝﾊﾞｲﾝ 5.30 ～ 6.2 20

運 搬 2tダンプ 5.30 ～ 6.2 20

158分

2.6時間

（4.4時間）

（　）内は令和５年度全国平均の個別経営の労働時間。

備 考

合 計

10

20

作 業 名 機 械 名 稼 働 日
機械使用
時間（分）

労働時間（分）

表４ １０アール当たりの機械使用時間及び労働時間
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６ 流通の改善、合理化

管内の では、２か所のＣＥで乾燥・調製を行っており、共乾施設利用や

フレコン出荷により流通の合理化を図っている。

７ 今後の麦作への取組

有 あさひはＪＡ松任が推進する水稲・大麦・大豆の２年３作体系を導入し

ており、大麦のみならず大豆や水稲の単収も高い。米価の上昇が予想される中、

手取りが最大となる最適な作付け比率を模索しながら、大麦に関しては高い

収量、品質を保ちつつ、経費削減に取り組む計画をしている。今後は今まで以

上に作業効率化を図り、水田のフル活用を目指しながら、講習会や研修会の積

極的参加、地域生産者との意見交換をしていきたいと考えている。

８ その他特記事項

・平成 年「麦・大豆生産改良優良者表彰 県知事賞」（大麦）

・地域のブロックローテーション 調整役

執筆者：農研機構 中日本農業研究センター上越研究拠点

水田利用研究領域 上級研究員 島﨑由美
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